
1
令和2年度ナイトタイムエコノミー推進に係るコンテンツ造成事業

「夜の城下町 彦根探訪事業」報告書 1

令和3年3月26日

株式会社近畿日本ツーリスト関西
滋賀支店

大津市末広1-1
日本生命大津ビル3階
TEL 077-522-7518
FAX 077-526-4503

令和2年度ナイトタイムエコノミー推進に

係るコンテンツ造成事業

「夜の城下町 彦根探訪事業」

報告書



2
令和2年度ナイトタイムエコノミー推進に係るコンテンツ造成事業

「夜の城下町 彦根探訪事業」報告書 2

１．事業概要 3

２．事業内容 4

（１）プラン企画
（２）意識啓発セミナー及びスキルアップセミナーの開催
（３）店舗開発
（４）マップデザイン製作
（５）啓発動画制作
（６）モニターツアーの実施

３．本事業を通した課題と改善点 16

◆目次



3
令和2年度ナイトタイムエコノミー推進に係るコンテンツ造成事業

「夜の城下町 彦根探訪事業」報告書 3

【事業名】
ナイトタイムエコノミー推進に係るコンテンツ造成事業
夜の城下町 彦根探訪事業

【事業の目的】
本事業は、ナイトタイムエコノミー推進に係るコンテンツ造成事業の一環として、近畿運輸局と（一社）近江
ツーリズムボート（以下、「連携先」という）が連携して実施するものである。
「明日の日本を支える観光ビジョン」に掲げる2020年消費額8兆円といった目標達成に向けて、非消費時間と
言われているナイトタイムでのツアー造成を行い旅行消費額拡充が求められている。
滋賀県彦根市においても入込観光客数は年々増加傾向にあるが、日帰り客が多く滞在時間が短いため、観光消
費額が低迷している。
本事業では、コロナウイルス回復後のインバウンド需要回復に向けて、「遊郭」として栄えた「彦根・袋町遊
郭」を含む彦根の城下町一帯（以下、｢城下町｣）の飲食店やスナックを活用した魅力あるナイトプランを造成
するとともに、受入環境を整備することで更なる滞在を促し、訪日外国人の観光消費拡大を図ることを目的と
する。

【連携先】
一般社団法人近江ツーリズムボード

【再委託先事業者名】
マップデザイン製作：アインズ株式会社
啓発動画制作：株式会社いろあわせ

【事業概要】
城下町のうち、彦根駅周辺及び袋町（彦根市河原2丁目付近）周辺エリアの飲食店・スナックより2～3店舗を
周遊するプランを2本（価格設定①10,000円、②15,000円程度）以上造成するために、以下の事業を実施す
ること。
なお、造成したプランは連携先サイト｢Visit Omi｣(URL：https://visit-omi.com/)、他社販売サイトで掲載・
販売するものとする。

（１）プラン企画
（２）意識啓発セミナー及びスキルアップセミナーの開催
（３）参加店舗開拓
（４）マップデザイン製作
（５）啓発動画制作
（６）モニターヒアリングの実施

【事業内容】
（１）プラン企画

欧米豪からの旅行者が気軽に楽しく体験できるようFIT向けのOTAを意識したプランを作成、訪日外国
人の夜のお店に対する心理的ハードルを下げる商品として夜の城下町彦根探訪「はしご酒クーポン」を
計3種類開発した。

（２）意識啓発セミナー及びスキルアップセミナーの開催
上記プランの持続可能な受入環境づくりの支援、料金価格設定手法、訪日外国人接遇手法、ホスピタリ
ティ向上を学ぶセミナーを計2回実施した。

（３）参加店舗開拓
コロナウイルス感染症対策を行う、インバウンド向けサービスが可能という条件のもと、上記セミナー
参加者から当該エリアより参加店舗20店舗を開拓。

（４）マップデザイン製作
プラン情報を掲載した城下町散策に寄与するマップデザインを製作、またモニターヒアリングを実施、
改善点をヒアリングの上、ブラッシュアップを行った。

１．事業概要



4
令和2年度ナイトタイムエコノミー推進に係るコンテンツ造成事業

「夜の城下町 彦根探訪事業」報告書 4

（５）啓発動画制作
料金体系や店内マナー等、日本独自の食文化への理解を深める、安心・気軽に飲食店を訪れたくなるよ
うな情報提供ツールとして啓発動画を計3本制作。

（６）モニターヒアリングの実施
上記（４）で造成したプランについて、対象者にヒアリングを実施、改善点の洗い出しを行い、商品化
に向けて検証した。

【事業工程】
本事業の工程を以下に示す。

【体制図】
体制図を以下に示す。

１．事業概要
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【費用】
本事業にかかった経費を以下に示す。

１．事業概要

項目 費目 単価 数量 単位 小計

①プラン企画 委託費 300千円 1 式 300千円

②意識啓発セミナー及びスキルアップ

セミナーの開催
委託費 510千円 1 式 510千円

③店舗開発 委託費 200千円 1 式 200千円

④マップデザイン製作 委託費 2,000千円 1 式 2,000千円

⑤啓発動画制作 委託費 2,800千円 1 式 2,800千円

⑥モニターヒアリングの実施 委託費 217千円 1 式 217千円

全体運営管理費 人件費 190千円 1 式 190千円

合計 6,217千円



6
令和2年度ナイトタイムエコノミー推進に係るコンテンツ造成事業

「夜の城下町 彦根探訪事業」報告書 6

２．事業内容

（１）プラン企画
１）実施概要

城下町のうち、彦根駅周辺及び袋町の飲食店及びスナックにて欧米豪からの旅行者が気軽に楽しく体験
できるようFIT向けの、OTAを意識したプランを２本以上造成する。
また上記以外にも本事業の趣旨に合致するプランがあれば独自で企画する。

２）プラン企画時の考察と得られた成果
１．上記の通り、当初は①10,000円ではしご酒店3店舗プラン②15,000円で夕食のお店＋はしご酒店2店

舗プランの2プランを想定して企画を進めていた。
２．飲食店店主や社交組合の方々へのヒアリングで「はしご酒のお店は1店舗3,000円、夕食のお店は5～

6,000円くらいが妥当ではないか」また「3軒以上が条件だが、実際には2店舗のはしご酒で良いとい
うお客様が多いのでは？」との意見をいただき、結果下記3プランとすることとした。

①はしご酒店2店舗プラン 6,000円
②はしご酒店3店舗プラン 9,000円
③夕食＋はしご酒2店舗プラン 11,000円

３．当初は紙クーポンを2プラン作成する想定だったが、現場で当日追加購入したいと思った時に、
・どこで購入するのか？

（今回の事業企画に賛同いただく店舗に事前に置いておくが基本ではあるが）
・現場での販売時、決済はどうするのか？

カード決済できるお店がほとんどない、外貨の現金払いに対応できない。
などの理由により、電子クーポンの方が良いのでは？ということになり、下記対応とした。

①②は電子クーポン対応
③は紙クーポン対応

尚、夕食付プランは夕食のお店で紙クーポンを渡すことが可能と判断したため、③を紙クーポン対応と
した。
また食材の問題で当日予約では今回のプランに対応できないと判断したため、3日前までの予約とした。
①②のはしご酒の店舗は予約なしで来店が可能である。

４．①②の電子クーポンはYahoo!系のPass Marketを利用予定。
スマートホンで、購入とカード決済の両方に対応している。
①②③とも予約はスマホでOTBのページにて行い、決済は①②はPass Marketにて、③はアソビュー
のシステムを利用する。

５．クーポンの有効期限は「最初にご利用いただいた日から1ヶ月以内」とした。
外国人は滞在日数が長く、一旦他の地域に行って2週間後に戻ってくるというパターンが考えられる
ため。

プラン名 金額 予約サイト 決済方法・クーポン種別

彦根はしご酒
クーポン
はしご酒2店舗プラン

6,000円 OTB HP内
（スマホ/PCのいずれも可）

Pass Marketにてクレジットカード
決済
電子クーポン、利用当日まで利用可

彦根はしご酒
クーポン
はしご酒3店舗プラン

9,000円 OTB HP内
（スマホ/PCのいずれも可）

Pass Marketにてクレジットカード
決済
電子クーポン、利用当日まで利用可

彦根はしご酒
夕食＋はしご酒2店舗
プラン

11,000円 OTB HP内
（スマホ/PCのいずれも可）

夕食の予約はOTBが行い、決済は
アソビューにてクレジットカード
紙クーポン、購入は夕食利用日の
3日前まで
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２．事業内容

３）予約からご利用までのチャート
１．①はしご酒2店舗クーポン、②はしご酒3店舗クーポン利用時は「電子クーポン」対応

★訪日外国人
母国/現地でOTBのHPで
スマホで簡単予約！

★Pass Market
電子クーポンのURLを
送信！

★訪日外国人
袋町などのお店で
電子クーポンの画面を
見せる！

★お店のスタッフ
認証画面から電子
クーポンの内容を
確認！
その後もぎり！

★訪日外国人
もぎり完了確認！
この後はゆっくり
お酒を堪能！

はしご酒電子クーポン利用方法日本語版/英語版（イメージ）
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２．事業内容

２．③夕食＋はしご酒2店舗クーポン利用時は「紙クーポン」対応

★訪日外国人
母国/現地でOTBのHPで
スマホで簡単予約！

★近江ツーリズムボード
夕食レストランを予約！

★夕食レストラン
近江ツーリズムボードから
紙クーポンを受け取る

★お店のスタッフ
紙クーポンの夕食
部分をもぎり、残
りのクーポンをお
渡し！

★訪日外国人
残りの紙クーポンを
持ってLet’sはしご酒！

はしご酒紙クーポン日本語版/英語版（イメージ）
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２．事業内容

はしご酒クーポン日本語版/英語版（イメージ）

電子クーポン「Pass Market」利用の流れ日本語/英語版（イメージ）
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２．事業内容

（２）意識啓発セミナー及びスキルアップセミナーの開催
１）実施概要

訪日外国人に慣れていない彦根駅周辺、袋町の飲食店、スナックの店主に対し、造成プランの持続可能
な受入環境づくりの支援、料金価格設定手法、訪日外国人接遇手法、ホスピタリティ向上の観点から意
識啓発、スキルアップセミナーを2回開催した。

２）具体的な実施内容
＜1回目＞
日時： 令和2年11月24日（火）13:00～16:00
場所： 彦根商工会議所4FAホール
参加人員：会場参加13名、オンライン参加8名
概要： 「『うちでもできる！』訪日外国人へのおもてなしセミナー」と称して、外国人向け接遇マナ

ーとホスピタリティ向上にフォーカスしたオープンセミナー
講義1 ：講師 刀根浩志氏 「観光カリスマが話す、外国人が感じる日本の魅力」

コロナショックから観光産業全てに見直しが必要となったこと、旅は目的から手段になってい
くこと、「おもてなし」を過大評価するのではなく友人を招く時をイメージしながら接するよ
うにして欲しい、外国人が驚く日本の良いところ、地域効果と顧客満足を狙っていこうという
ことを学ぶ。

講義2 ：講師 千葉美香氏 「まち歩きコーディネーターが伝える 外国人をもてなす基本と接客方法」
「外国人に喜ばれる料理とお酒」

外国人客接遇の基本として「宿泊施設の利用案内」「スタッフの語学力」「施設周辺の案内」
「食事の選択肢の充実」「予約金とキャンセルの扱い」があること、日本で外国人に人気のあ
る料理はいわるゆ日本料理、寿司だけでなく、焼肉やすきやき、ラーメンやうどん、カレーラ
イスなど多岐にわたる反面、アレルギー、ベジタリアンやハラルなど宗教や民族によって食べ
られないものがあること、お酒は日本酒はもちろん焼酎やジャパニーズウィスキーも人気があ
ることを学ぶ。

講義3 ：講師 稲見みずえ氏 「ランドオペレーターが語る、外国人が喜ぶおもてなしと旅行行程」
外国人向けの旅行会社を経営する立場から、過去ご自身が企画したツアーを基に「観光総合」
「IT」「おもてなし」「ひとづくり」「プロモーション」「イメージ」の着地型観光6つの戦
略について学ぶ。

＜2回目＞
日時： 令和2年12月9日（水）13:00～16:00
場所： 彦根商工会議所4FAホール
参加人員：会場参加13名、オンライン参加14名
概要： 「『うちでもできる！』訪日外国人へのおもてなしセミナー」と称して、訪日外国人が求める

サービスとは何か？にフォーカスしたオープンセミナーとお互いの意見を出し合うワークショ
ップ、Withコロナ、Afterコロナ時代のコロナウィルス対策についてのオープンセミナー

講義1 ：講師 松本真智子氏 「訪日外国人が求めるサービスとは？」
和食の普及を目的とした訪日外国人対象の和食・家庭料理教室を、また日本ムスリム支援協会
を設立し、「Halalセミナー・Halal料理教室」を主宰されている立場から、外国人に求められ
る和食、外国人に求められるハラル対応について学ぶ。

ワークショップ： 「訪日客をもてなそう」「クーポンに適したサービス内容とは」というタイトルで参
加者からの様々な意見、悩み、講師への質問が出た。

講義2 ：講師 原田浩之氏 「Withコロナ、Afterコロナ時代のコロナウィルス対策」
長年滋賀県庁生活衛生課および保健所で生活衛生、食品衛生業務に従事、現在は滋賀県生活衛
生営業指導センターで経営指導員されておられる立場から、飲食店に特化したコロナウィルス
対策、厚生労働省より提示されている指針に基づいた対応をすれば、決してコロナウィルスは
怖いものではなく、これからは共存していくことを考えるべき、ということを学ぶ。



11
令和2年度ナイトタイムエコノミー推進に係るコンテンツ造成事業

「夜の城下町 彦根探訪事業」報告書 11

２．事業内容

３）講師紹介
講師を以下の通り示す。

講師名 所属先 経歴・選定理由

刀根浩志 株式会社観光ビジネス総研
代表取締役

地方の自然や文化、仕事、暮らし、そして人を体験
交流型観光の主役として最大限に生かした地域オリ
ジナルのツーリズム創造を数多く手がけ、近年では
インバウンドの拡大と稼ぐDMOの創造と経営、人材
育成など持続可能な地方観光の形成に定評がある。

千葉深香 株式会社観光ビジネス総研
研究員兼アドバイザー
株式会社インプリージョン
観光まちづくりプロデュー
サー

過去JTBグループに在籍し、長年MICE事業や地域振
興等に携わり、観光まちづくりやまち歩きの整備、
各地のインバウンド支援、企画、調査などを多く手
掛けて来られている。

稲見みずえ 株式会社観光ビジネス総研
研究員兼アドバイザー
株式会社エミリアトラベル
代表

自らがインバウンド向け旅行会社を経営され、更に
観光ビジネス総研のアドバイザーして全国の観光地
や観光地候補へのアドバイスを行っておられる。

松本真智子 株式会社観光ビジネス総研
研究員兼アドバイザー
Washoku Home Cooking
–Machiko – (和食ホーム
クッキング) 代表

和食の普及を目的とした訪日外国人対象の和食・家
庭料理教室（現在27ヶ国）を主催し、延べ2,000人
の参加者に和食の魅力を伝えておられるだけでなく
一般社団法人日本ムスリム支援協会を設立し「Halal
セミナー・Halal料理教室」も開催されておられる。

原田浩之 公益財団法人滋賀県生活衛
生営業指導センター
経営指導員

長年、滋賀県県庁生活衛生課および保健所で生活衛
生、食品衛生業務に従事され、現在は滋賀県生活衛
生営業指導センター経営指導員として主に飲食店向
けのコロナウィルス対策についての講義を行ってお
られる。
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２．事業内容

4）開催通知
セミナー開催に際し作成した書面を示す。



13
令和2年度ナイトタイムエコノミー推進に係るコンテンツ造成事業

「夜の城下町 彦根探訪事業」報告書 13

２．事業内容

５）配布資料
セミナー開催時に配布したアンケート用紙を示す。
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２．事業内容

５）セミナー参加者
今回の事業に大変興味をお持ちいただいた主に袋町の飲食店主に数多くご参加いただいた。
また当日体調不要等でどうしてもご参加いただけなかった方には、セミナー動画を後日視聴いただくこ
とでセミナー参加とした。
参加者一覧は下記参照（順不同、敬称略）。

事業内容 地域 事業者名 受講者名 参加方法

クラブ 袋町 クラブ サンローラン 大橋 外美 会場参加

飲食店 袋町 粋兆 水長 秀行 会場参加

クラブ 袋町 くらぶ浜 松原 富子 会場参加

スナック 袋町 サー ウィンザー 中川 香代子 会場参加

スナック 袋町 スナックローガン 茂森 博美 会場参加

バー 袋町 BAR貴園 戸田 守建 会場参加

飲食店 県内各地 一休庵 上川 悟史 会場参加

飲食店 彦根駅周辺 銀水 樋口 雅都 会場参加

スナック 袋町 和風すなっくせつこ 河原崎 勢津子 会場参加

スナック 袋町 姫 シン チェブン 会場参加

バー 袋町 Leader's Bar 橋本 泰幸 会場参加

飲食店 彦根城周辺 献上伊吹そば つる亀庵 重冨 小百合 会場参加/
オンライン

飲食店 キャッスルロード
周辺 比内地鶏 ほっこりや 重冨 小百合 会場参加/

オンライン
バー 彦駅周辺 Salon Bar Thistle 宮下 純 オンライン

飲食店 キャッスルロード
周辺 株式会社千成亭風土 上田 美佳 会場参加

飲食店 琵琶湖岸 eight hills delicatessen 西村 武士郎 オンライン

旅館 琵琶湖岸 双葉荘 片岡 純一郎 オンライン

スナック 袋町 EAT PUB 摩天楼 磯嵜 博 オンライン

居酒屋 袋町 猿（えん） 楠目 純之 オンライン/
会場参加

飲食店 キャッスルロード
周辺 Girasole 小島 匠一 オンライン

飲食店 彦根駅周辺 やきとり鶏丸 中川 オンライン

飲食店 彦根駅周辺 魚丸 中川 オンライン

飲食店 彦根駅周辺 カレー食堂 ジャンゴ 杉本 純平 オンライン

酒屋 彦根駅周辺 さざなみ酒店 安齋 和真 オンライン

バー 袋町周辺 Booze Bar 日向 英夫 オンライン

※1回目と2回目で参加方式が違う方は「オンライン/会場参加」または「会場参加/オンライン」と
記載した。
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２．事業内容

５）セミナー参加者と講師の質疑応答
講師の一方的な講義に終始せず、様々な課題や悩みを抱えておられる店主から下記の質問があり、その
回答を一覧にした。

外国人向けの料金設
定の感覚がわからな
い？
（第2回目 ワーク

ショップ）

はしご酒クーポンは1枚3,000円と決めているので、その範囲で自分のお店
をどうアピールするか？という観点で考えて欲しいと伝える。
3,000円で「○○が○杯＋おつまみ○○」「1時間飲み放題」など各自で考
えて欲しい。

クーポンだと各店舗
が同じ内容にしない
といけない？
（第2回目 ワーク

ショップ）

日本独自のスナック文化を広めるという観点で、全店舗が同じ内容に統一
するよりも各店舗で独自に設定した方が面白いと思う。
参加店舗の統一感はロゴマーク作成などで図っていければ。

店主、従業員とも英
会話が全くできない
が大丈夫か？
（第1回目 講義2）

英会話ができない人々のためのはしご酒クーポンであること、ある程度聞か
れることは決まっているので、事業参加者共同で想定問答集を作成すれば心
配には及ばない。
英語メニューの作成のアドバイスはOTBが行う。

現金払いのみの対応
は外国人には受けが
悪いか？
（第1回目 講義3）

治安、安全対策の観点からも外国人はあまり現金を持ち歩かない。
すぐにとは言わないが近い将来、クレジットカードや電子マネー決済に対応
できるようにしておいた方が良い。

ベジタリアン対応と
言われてもどう対応
すれば良い？
（第2回目 講義1）

訪日外国人、特に欧米壕をターゲットするならベジタリアンやハラル対応は
必須課題になってくる。
事業参加者で勉強会等をすべき、OTBも積極的に参加する。

日本のスナック文化
が外国人に理解でき
るか？
（第1回目 講義2）

確かに外国には日本のスナックのような文化はないが、逆に日本独特の文化
として今後売り出していくべき。
まずははしご酒クーポン事業から始めて、日本のスナック文化を彦根から
アピールしていくのが良いのでは？

６）得られた成果
１．料金設定や外国人への接遇に不安を持っていた店主たちも２回のセミナーを通じて自分たちが何をす

べきか、またそれほど難しいことをするわけではなく、日々改善していくことで道が開けることを理
解いただけた。

２．何から始めれば良いかわからないと言っていた店主も英語メニューを作る、現金よりカード決済を好
む外国人向けにカード対応を進める、ベジタリアンやハラル対応について勉強、メニュー開発に生か
すなど具体的な方向性が見えたことで不安が払しょくできた。

７）成果をどう反映するか
１．参加店舗に対し、当初は料金、提供内容とも同一のものにした方が統一感を出せるのではと考えてい

たが、日本独自のスナック文化をアピールするためには無理に統一せず、それぞれのオリジナリティ
を出す方向性でいく。

２．現金決済しかできない店舗が多い、外国人のカード決済主義のギャップを埋めるべく、また現地でク
ーポンを追加購入したいというニーズに応えるためには電子クーポン対応も必要である。
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２．事業内容

８）セミナー時の風景
第1回目、第2回目に分けて写真を掲載する。

講義とワークショップの一コマ
第2回目 12月9日（火）

講義中の講師と参加者の一コマ
第1回目 11月24日（火）
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２．事業内容

（３）店舗開拓
１）実施概要

１．上記のセミナー参加者の中から彦根駅周辺及び袋町エリアより参加店舗20店舗程度（袋町より最低
5店舗以上）を開拓する。

２．はしご酒をするスナック、バーを10～15店舗程度、夕食を取ることができる飲食の店舗を5～10店
舗程度のイメージで開拓する。

３．「コロナウイルス感染症対策を行う」「インバウンド向けサービスが可能」を加盟店の条件とする。

２）具体的な店舗開拓手法
１．上記のセミナー参加者からスナック、バーで参加の意思がある店主にはクーポン1枚の販売価格が、

3,000円であること、旅行会社等への販売手数料のことも考慮した上でセットメニューを考案いただ
けるかを提示、具体的なメニューを考案いただけた方にご参加いただく旨を伝える。
夕食を提供いただく店舗には同様に5,000円が販売価格であることを提示する。

２．約1ヶ月後、クーポン用のメニューを考案いただいた方の店舗を回り、「コロナウイルス感染症対策
を行う」「インバウンド向けサービスが可能」という条件をクリアできるかを改めてヒアリングした
上で問題ないと判断した場合、参加店舗と認定する。

３）開拓店舗の選定理由
１．セミナー前であれば「うちは基本料金が○○円で飲み放題」しか設定がないと仰っていた店主もセミ

ナー後は「3,000円であればどの程度の内容にすれば外国人が喜ぶ？または値頃感があるのか？」と
言った質問が出るようになるなど、前向きな店主がいること。

２．来年度以降に店主、従業員とも簡単な英会話のレッスンを受ける方向性を持っている、積極的に英語
メニューを作成するなど、インバウンドのお客様のストレスが少しでも解消できるような動きをして
いただけること。

３．今は現金決済のみの店舗でも、インバウンドのお客様を取り込むためにクレジットカードや電子マネ
ー決済の導入を考えていただけること。

４．ベジタリアン対応や禁煙対応など、日本人はあまり求めないが、インバウンドのお客様が求めそうな
サービスを取り入れようと努力いただけること。

４）参加店舗一覧
左記の手法、選定理由に則り、参加店舗として登録いただいた店舗とクーポンに対しての提供内容一覧
を掲載する（順不同）。

No. 店種類 店名 クーポン内容
1 はしご酒店 和風すなっく せつこ １時間３杯まで飲み放題（焼酎、ウイスキー）＋　おつまみ１品
2 はしご酒店 貴園 お好きなドリンク３杯　＋　おつまみ１品
3 はしご酒店 スナック ローガン １時間飲み放題　＋　おつまみ２品（手料理＆乾きもの）
4 はしご酒店 Café & Bar ウルワシ お好きなドリンク２杯（ビール除く）＋　おつまみ１品　※１時間
5 はしご酒店 Leader's Bar ①１時間飲み放題 or ②シュミレーションゴルフ１時間＋ドリンク２杯
6 はしご酒店 スナック＆バー Luna １時間飲み放題　＋　おつまみ１品
7 はしご酒店 大衆酒場 猿 お好きな料理２品　＋　お好きなドリンク２杯
8 食事処 魚と酒菜 粋兆 先附＋お造り＋焼き物＋揚げ物＋お寿司のセット
9 食事処 鮨松 四季を感じる御膳（お寿司３貫、茶碗蒸し、デザート付き）＋　食前酒１杯

10 食事処 伊勢幾 たちばな弁当　＋　鯉こく　＋　滋賀の地酒１合　のセット
11 食事処 献上伊吹そば つる亀庵 伊吹蕎麦御膳　+　地酒３種飲み比べセット
12 食事処 ほっこりや 季節の比内地鶏御膳　+　ファーストドリンク　※季節の比内地鶏御膳は四季折々で内容を変更いたします
13 食事処 銀水 お寿司　＋　天ぷら　＋　近江牛すき焼き　＋　滋賀の地酒１合 or ソフトドリンク
14 食事処 せんなり亭　伽羅 すきやき鍋御膳（上）＋　近江牛握り寿司二種
15 食事処 千成亭別館 華見 近江牛のすき焼き（小鍋）+　八寸　+　近江牛肉の握り寿司2貫　+　ミノの辛子酢味噌和え　+　ごはん・赤出汁・漬物　+デザート

16 はしご酒店 スナック サンローラン お好きな飲物３杯（ウイスキー or 焼酎）＋　おつまみ１品（乾きもの）
17 はしご酒店 EAT PUB 摩天楼 ビール２本　＋　おつまみ
18 はしご酒店 Ripea リペア １時間飲み放題
19 はしご酒店 スナック サーウィンザー 50分飲み放題（ウイスキー or 焼酎）＋　おつまみ１品（乾きもの）
20 はしご酒店 すなっく さくらんぼ １時間飲み放題（ウィスキー、焼酎、ブランデー）＋　チャーム１品　＋付きだし３品



18
令和2年度ナイトタイムエコノミー推進に係るコンテンツ造成事業

「夜の城下町 彦根探訪事業」報告書 18

２．事業内容

（４）マップデザイン製作
１）実施概要

１．はしご酒クーポンの利用方法、はしご酒クーポンの特典を記載したマップを連携先と協議の上、製作
していく。

２．外国人目線で「見やすい」「心理的ハードルを下げる」「明朗会計で利用しやすいお店が多数ある」
ことをアピールする。

３．店舗開発の結果、参加店舗となっていただいたはしご酒のお店12店、夕食のお店8店の計20店舗を掲
載、できる限り各店舗の場所、駅やタクシーでの距離感がわかっていただけるようなマップとする。

４．彦根のスナック文化を作り、守ってきたママ、マスターの店を取材、かつて遊郭だった袋町の昭和、
平成、令和と時が流れる中での変遷を語っていただく。

２）マップデザインデータ（イメージ）
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２．事業内容

３）取材店舗とコメント紹介
今回の事業に特に積極的、かつ是非参加いただきたい店舗のママ、マスターのコメントを掲載する。
（順不同、敬称略）

日時 取材店舗名 ママ、マスター氏名 コメント

令和3年
1月18日
（月）

魚と酒菜
粋兆

水長 秀行 店主は彦根に生まれ、料理人として京都で修業を重
ねた上、2014年に念願の袋町に出店。
伝統的な日本料理のスタイルを守りつつ、新しい物
も積極的に取り入れながら料理の本質を追求してい
ます。

令和3年
1月18日
（月）

BAR貴園 戸田 守建 創業51年、音楽好きが集まるアメリカンバー。
アメリカを感じたい一心で入った横須賀のバーに
カルチャーショックを受け、自分でもバーをやり
たいと強く決めました。
お酒はショット売りでフード、ノンアルコールの
カクテルも充実。アナログレコードが流れ、ライブ
ステージでは生演奏やブルースジャムセッション
も楽しめますよ。

令和3年
1月18日
（月）

Leader’s
Bar

橋本 泰幸 ゴルフ、カラオケも楽しめる多彩なバー。
袋町で経験を積み、呼び名だった「リーダー」を店
名にして2001年にオープン
気軽に足を運べるリーズナブルなバーとしてカラ
オケやシミュレーションゴルフも完備、若い人か
ら年配層、お酒が飲めない人も楽しめるよう工夫
しています。

令和3年
1月18日
（月）

EAT PUB
摩天楼

磯嵜 博 開店は1981年、中国料理のコックをしていた経験か
ら屋号を命名。
以来40年の歴史を経て、世代を超えて家族で通う常
連客も多くいます。
大切にしているのは、お客様に楽しんでもらい、自分
も楽しむこと。

令和3年
1月18日
（月）

Café & Bar
ウルワシ

中村 昭枝 創業は1965年（昭和40年）、今も東京銀座にある老
舗「クラブ ウルワシ」で働いていた中村さんの叔母
が、この地で開業したのが始まり。
新聞、雑誌、テレビ、あらゆるものに触れ、得た知識
を会話やおもてなしに活かし、観光案内の役割もでき
ればと、店内の本棚にはガイドブックや歴史の本、雑
誌など書籍も充実させるべく努力しています。
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２．事業内容

日時 取材店舗名 ママ、マスター氏名 コメント

令和3年
1月20日
（水）

和風すなっく
せつこ

河原崎 勢津子 「日本の良さを感じられる和のおもてなし」「気楽
なお店にしたい」をコンセプトにしています。
良いお客様に巡り合っていることが自慢、袋町の
ネオンが消えないようにみんなで街を盛り上げた
いです。

令和3年
1月20日
（水）

すなっく
さくらんぼ

小池 まゆみ ネオン管の看板と平仮名の文字が、どこか懐かしさを
感じさせる「すなっく さくらんぼ」。
親しみやすい雰囲気に引かれてドアを開けると、明る
い笑顔の小池さんが出迎えてくれます。
心掛けているのは、一人一人のお客様を大事にするこ
と。
特に初めて来店する人には心を寄せ、楽しく過ごせる
ように気を配ります。
誰でも気兼ねなく入れるお店でありたいと思っていま
す。

令和3年
1月20日
（水）

猿 楠目 純之 「限りなくスナックに近い居酒屋です」をコンセプト
にしたお店。
彦根には友人も多く、袋町も馴染みの場所。その場所
に自分の店を持てるということに魅力を感じ、2016
年、申年に「猿（えん）」と名付けた店をオープン。
料理が得意だったため袋町にはない、お好み焼きや博
多直送の長浜ラーメンをメニューに揃え、気軽に通え
る大衆酒場としても営業しています。

令和3年
1月20日
（水）

スナック&
バーLuna

松原 富子 2021年に創業55年を迎える会員制の「くらぶ浜」
の姉妹店。
袋町の生き字引と言われるママの松原さんは「こ
の商売は女として最高の職業」と話し、かつて「浜
勇（はまゆう）」の名で芸妓をされておられました。
「お客様はお店を選ぶ、お店もお客様を選ぶ」だか
らこそ自身を磨くことにも余念がなく、新しいもの、
話題の場所があればどこへでも出かけていきます。
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２．事業内容

４）インタビュー時の様子
各インタビュー時の写真を掲載する。

令和3年1月18日（月） インタビュー時の様子
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２．事業内容

令和3年1月18日（月） インタビュー時の様子

令和3年1月20日（水） インタビュー時の様子
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２．事業内容

（５）啓発動画制作
１）実施概要

１．料金体系や店内でのマナー等、日本独自の食文化に対する理解を深めるための啓発ツールとして、ま
た安心・気軽に飲食店やスナックを訪れたくなるような分かりやすい情報提供ツールとして動画を制
作する。

２．はしご酒とはどういったものか、また店内でのマナー等をストーリーに基づき制作する。

２）撮影スケジュール
コロナ禍による緊急事態宣言の発出等により、臨時休業や賑やかな夜の街を演出できるほどの人の往来
がなかったことで、本来想定の撮影スケジュール、動画のコンセプトとは一部相違があるが、計３回の
撮影を行った。
尚、撮影には彦根市在住の外国人男女２名に協力いただいた。

啓発動画撮影スケジュールと撮影内容

時間 場所 コンセプト 撮影内容
令和3年1月12日（火） 彦根市 飲食編 彦根駅前の寿司店で撮影。

飲み物、食べ物の注文の仕方、お箸の使い方
や、日本酒を頼んでみよう！など和食店で
何を頼んで、何を食べるのがおススメかを
表現した。
テーブルチャージの案内も含めた。

令和3年1月26日（火） 彦根市 スナックバー編 日本独自のスナックではカウンター、ボック
ス、カラオケが歌える席があり、お好みに応
じたチョイスを楽しもう、もちろん海外にも
あるキャッシュオンデリバリーのお店もあり
様々にお楽しみいただけるお店がある、隣の
席の日本人とも積極的に打ち解けようという
ことを表現した。
お支払いは現状現金払いが多いので、お金を
持ち歩いた方が良いとの情報も入れている。

令和3年2月16日（火） 彦根市 はしご酒編 当初の長回しは踏襲し、夕食用店舗1軒とは
しご酒店4軒で撮影。
実際にクーポンで夕食とはしご酒をして貰い
はしご酒の夜は楽しいよ！という演出にして
いる。
他の2本より早回しの部分も入れ、躍動感が
出るようにも工夫している。

３）出演者情報

啓発動画出演者 プロフィール
Ren Nelson 男性、31歳

アメリカ出身数年前より日本人の奥様と彦根市在住
音楽映像関係の仕事に従事

Chloe Bonnafe 女性、24歳。
フランス出身ワーキングビザにて2019年来日
2020年末より彦根東高校にてALT教師として勤務
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２．事業内容

４）撮影協力店舗
今回撮影に協力いただいた店舗の一覧を掲載した。

コンセプト 撮影店舗 コメント・選定理由

① 飲食編 銀水
（彦根駅周辺）

彦根駅前の寿司店、和食店。
カウンター、小上がり、宴会まで様々なニーズに対
応可能な彦根でも有数の寿司店。
代々受け継ぐ暖簾を三代目店主がしっかり守って
おり、ネタの良さや繊細な料理も人気の一つ。
彦根の老舗寿司店でネタ、味が良いとされ、雰囲気
は入りやすいが高級感もあり、バランスが良いとさ
れるため。

② スナックバー編 スナック&バー
Luna
（袋町）

袋町にある創業50年を超えるスナック「くらぶ浜」
の姉妹店。
カウンター、ボックス、カラオケスペースの3つか
らなり、一つの店で様々な用途に対応できる袋町
でもリーズナブルかつリーダー的存在のお店。
上記の通り袋町のリーダー的存在、かつ彦根のスナ
ック文化の象徴的お店のため。

③ スナックバー編 BAR貴園
（袋町）

創業51年、音楽好きが集まるアメリカンバー。
お酒はショット売りでフード、ノンアルコールカク
テルも充実。アナログレコードが流れ、ライブステ
ージでは生演奏もあり。
スナックが多い袋町の中で数少ないショットバー、
マスターの人柄の良さ、外国人対応力の高さのため。

④ はしご酒編 魚と酒菜 粋兆
（袋町）

店主は彦根に生まれ、料理人として京都で修業を重
ねた上、2014年に念願の袋町に出店。
伝統的な日本料理のスタイルを守りつつ、新しい物
も積極的に取り入れながら料理の本質を追求。
社交組合の理事長でもある店主とのカウンター越し
の会話の楽しさが魅力、また今回の事業の旗振り役
であるため。

⑤ はしご酒編 和風すなっく
せつこ
（袋町）

「日本の良さを感じられる和のおもてなし」「気楽
なお店にしたい」をコンセプトにしたスナック。
毎日ご自身が用意するおつまみも人気。
彦根のスナック文化の原型ともいえるお店のため。

⑥ はしご酒編 Leader’s Bar
（袋町）

気軽に足を運べるリーズナブルなバーとしてカラオ
ケや袋町ではここにしかないシミュレーションゴル
フも完備、若い人から年配層、お酒が飲めない人も
楽しめるよう工夫しているお店。
マスターの人当たりの良さ、飲み以外でも楽しんで
いただける要素満載のお店のため。

⑦ はしご酒編 猿
（袋町）

「限りなくスナックに近い居酒屋です」をコンセプ
トにしたお店。
一人暮らしが長く、料理も得意だったオーナーが、
袋町にはないお好み焼きや博多直送の長浜ラーメ
ンをメニューに揃え、気軽に通える大衆酒場。
スナックのレベルを超えた逸品、料理を提供してい
ただけるお店であるため。
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２．事業内容

５）撮影時の様子
各撮影時の写真を掲載する。

令和3年1月12日（火） 啓発動画（飲食編）撮影時の様子

令和3年1月26日（火） 啓発動画（スナックバー編）撮影時の様子



26
令和2年度ナイトタイムエコノミー推進に係るコンテンツ造成事業

「夜の城下町 彦根探訪事業」報告書 26

２．事業内容

令和3年2月26日（火） 啓発動画（はしご酒編）撮影時の様子
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２．事業内容

（６）モニターツアーの実施
１）実施概要

彦根駅、袋町周辺を視察、その後マップデザイン、はしご酒クーポンの原案を見ていただき、外国人に
とって使いやすいか、クーポンの内容や料金体系がわかりやすいかなどの改善策を検討する。

２）モニターヒアリングの開催
本来は企画した商品別にモニターツアーを実施する予定だったが、緊急事態宣言発出などの理由により
ツアー形式ではなく、現地視察後会議室にてヒアリングを行うというモニターヒアリングを3月17日に
開催した。
モニターヒアリングにはインバウンド事業者に参加いただき、専門的な観点より課題点を抽出した。

※当初は1月15日（金）、2月12日（金）にモニターツアー実施を想定していたが、いずれも緊急事態宣言
発出によりツアー中止とした。

モニターヒアリング日程

時間 場所 招請者氏名・経歴 人数

第１回 令和3年3月17日（水） 彦根市 株式会社エイチ・アイ・エス
訪日営業本部 インバウンド事業グループ
関西チーム
チームリーダー 田中 美帆

藤田 千秋

２名

３）招請者選定理由
お2人とも株式会社エイチ・アイ・エスのインバウンド事業グループに在籍、田中氏は約10年間、主に
ヨーロッパ人に向けたツアー造成とコンテンツの提供を、藤田氏は5年前まではタイなどの東南アジア
向けのツアー造成、現在は主に北米向けのツアー造成を担当しつつ、日本の良さを伝えるオンラインツ
アー制作をされているため、関西圏において今回のモニターとして適任と考えたため。
また、お2人とも以前から彦根という街にポテンシャルを感じていたという情報を得、是非彦根を売り
出すアイデアをいただきたいと思ったため。
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２．事業内容

行 程 表

１

★JR彦根駅にてお出迎え

彦根駅 ・・・・・・ 袋町視察 ・・・・・・ 夢京橋キャッスルロード視察 ・・・・・・
14:50 15:20 17:00 17:10 18:20

・・・・・・ 近江ツーリズムボード（ミーティング） ＝＝＝＝ 彦根駅
18:30          20:00       20:20    

※紙マップ、啓発動画視聴
※電子クーポンも含めて外国人にとって使いやすいか、

夜の城下町彦根をどう発信するかの意見交換
地元の人間からは見えにくい彦根の良さを検証

※袋町とキャッスルロードとの回遊性検証

JR ―――――― 航空機 →→→→→→→ 専用車 =========== 徒歩 ・・・・・
ケーブルカー ++++++++ ロープウェイ ^^^^^^^^^ 船 ～～～～～～

４）モニターヒアリング行程表
下記にてモニターヒアリングの行程を示す。
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２．事業内容

５）モニターヒアリング結果
モニターヒアリングより以下のような意見を収集し、各コンテンツの解決策を検討した。

コンテンツ名 モニター意見 解決策 改善実施有無
（2021年3月時点）

はしご酒クーポン
（3種類共通）

マップやスマホで検
索すればわかるとは
言え、今回参加の事
業者向けの看板や行
灯、ネオンを作成で
きないか？

「はしご酒クーポンで利
用できる店」という行灯、
ロゴマークを制作する案
は既に参加事業者から出
ている。

未実施（2021年度中
に実施予定）

はしご酒クーポン
（3種類共通）

ほぼ全ての店でクレ
ジットカードが利用
できない、は厳しい
のでは？

参加事業者に引き続きカ
ード加盟店に登録するよ
う啓発を行う。
当面はカード使用不可、
現金払いとマップに記載
することで対応

加盟店登録の啓発は
継続中（2022年4月
をめどに加盟店登録
を目指す）
カード使用不可の文
言は今回のマップに
掲載済

はしご酒クーポン
（夕食＋はしご酒2店）

夕食店舗で紙クーポ
ンを渡すとのことだ
が必ず1軒目に行くと
は限らない、クーポ
ンの渡し方に検討の
余地あり？

夕食の予約を受ける際に
紙クーポンが夕食店舗に
置いてあるので引き取る
ように、との案内を行う
ことで対応。

新規予約を受ける際、
左記案内を行う。

はしご酒クーポン
（3種類共通）

マップにベジタリア
ンやハラル対応につ
いての記載がないが
対応は可能か？

現状対応可能な店舗はな
いが、まずは夕食店舗か
ら対応できるよう啓発を
行う。
日々紙マップを更新はで
きないが紙マップからQR
コードで連動する各店舗
の詳細情報ページを更新
することで対応。

継続中（2021年度中
に実施予定）

はしご酒クーポン
（3種類共通）

クーポンの利用期限
を設けるべきでは？

最初の利用日から1ヶ月
間有効とする。
クーポンにその旨掲載。

実施済（今回制作の
クーポンに対応）

はしご酒クーポン
（3種類共通）

はしご酒クーポンと
宿泊をセットにした
プランを作る予定は
ある？

リアルエージェントで
セットプランを作って
いただけるなら販売手
数料も含めて相談に応
じたい

今後の協議
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２．事業内容

６）モニターヒアリング時の様子
彦根駅、袋町周辺、夢京橋キャッスルロード周辺視察の写真を掲載する。

モニターヒアリング前の袋町周辺視察時の様子
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２．事業内容

モニターヒアリング前の夢京橋渇するロード周辺視察時の様子

モニターヒアリング時の様子



32
令和2年度ナイトタイムエコノミー推進に係るコンテンツ造成事業

「夜の城下町 彦根探訪事業」報告書 32

３．本事業を通した課題と改善点

しかしながら、課題や改善すべき点も見つかっている。

１．全ての店が現金決済のみであること。
モニターの意見にもあったように、日本人と違いキャシュレスが当たり前の外国人の受入には
カード決済や電子マネー決済を導入するよう働きかけていかねばならない。

２．外国人の紙媒体への意識の希薄さ
今回の事業は紙マップの製作、紙クーポン対応だが、今後はペーパーレス化に向けてカード決
済が基本の電子クーポンや各店舗への誘導も含めて、プラチナマップやGoogle My Mapsへの
移行も検討する必要があるかもしれない。

３．アレルギー、ベジタリアン、ハラル対応への意識向上
現状、外国人のそういった需要に対応できる店はほとんどないが、セミナーでもお話があった
ように外国人の受入れには必ず必要になってくる対応のため、街全体で勉強会を催すなどして
いく必要がある。

４．英会話力向上
はしご酒クーポンがあるため、当面店内では英語メニューの設置対応で良いと思うが、リピー
ト率を上げるためには英会話力は必要不可欠、街全体で勉強会を催すなどしていきたい。

５．駆け込み寺の設置
夜の街での外国人とのトラブルが起きた際に、対応する窓口の設置を検討する必要がある。

６．プラン終了後の移動手段の確保
都会のように深夜にタクシーが営業していないため、宿泊ホテルへの移動が徒歩しかないが、
今後タクシー事業者と調整し、対応を検討する。

【総評】

夜の城下町彦根を活性化するためには、彦根での宿泊を増やし、宿泊されたお客様がいかに夜の街に
出て行くかにかかっている。
彦根で宿泊し、夜の街に出て行くようにするには、

①宿泊して行かないと彦根の街を見切れないと思うほど、街全体の魅力を高める。
その結果、彦根に泊まっているので、その流れで彦根の夜の街に出て行く。

②街全体はもちろんだが「彦根の夜の街はスナックが熱い！」という情報が外国人の
間で広まり、「夜の街に出て行くこと」が目的そのものになるようにする。

のいずれかのアプローチだと考える。
①は行政も含めて街全体で考えていく話だが、②は夜の街が主体になって新たなアプローチをすると
いう、正に今回の事業に当てはまるため、積極的に働きかけることで、当初は懐疑的な雰囲気だった
飲食店店主たちもセミナーに参加、具体的なクーポン内容の精査の過程でどんどん前向きになってい
き「袋町を復活させよう」という目標設定をするまでになったことは評価できる。

コンテンツ開発はもちろん大事だが、やはり店主たちの想いがあってこその夜の街活性化だと思うの
で、引き続き様々な形や事業で積極的に関わっていきたいと思わせる事業であった。

「我が街の活性化は夜の街の活性化から！」との掛け声で、日本各地の夜の街の店主が動き始めるも
のの、それぞれのお店のエゴがぶつかり合い、夜の街全体が空中分解するということが多いとの意見
をモニターからいただいたが、今回の事業を通じて彦根の夜の街に一体感が出てきたことで将来が期
待できると思う。

【課題と改善点】



33
令和2年度ナイトタイムエコノミー推進に係るコンテンツ造成事業

「夜の城下町 彦根探訪事業」報告書 33


